




































2)佐伯哲夫(1975:p .134"-' 135) 
連体語が二種先後する場合は， r院籍の青い目J r青い院籍の目」にしても，常識



























抗------堅 名詞+の+用言+名詞 用言+名詞+の+名詞 慣用的
氷点(上・下) 85 26 (7) 7 
冬の花火 28 10 (2) 
白い巨塔(上) 38 8 (3) 5 
積木の箱(上) 45 12 (3) 2 
一夜の櫛 18 5 (1) 2 
春 の 夢 30 13 (3) 4 









































































































(5)~(8) は(1)〆 ""'(4) ノのような修飾関係をもっているにもかかわらずは〉，二つの連
体修飾語を位置変位させて見ると (5)ノrv(8)〆のように非文法的になる。



























































































































基本形 変位形 :求法的 意味的
子供の甲高い声 甲高い子供の声 、× × 自然である
締麗な女の子 慣用的な表現
敬子の明るい声 明るい敬子の声 × 。 二つの意味解釈
最近の若い女 若い最近の女 (x )、 (x ) 不自然である
後の高い所 高い後の所 不可能で‘ある
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